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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　同期信号（ＳＳ）バーストセットのうちどのＳＳブロックがネットワークによって送信
されているかの指示を、前記ネットワークから受信することと、
　無線デバイスがペアのスペクトルまたはペアでないスペクトルのどちらで動作している
かに基づいて、前記ＳＳバーストセットの少なくとも一部分の間、ランダムアクセスプリ
アンブルの送信を制限するように決定することであって、
　　前記ランダムアクセスプリアンブルの送信を制限するか否かの決定が、前記無線デバ
イスが周波数分割複信（ＦＤＤ）システムで動作しているという判定に応答して前記制限
がオフに切り換えられることを考慮することを含み、
　　前記ランダムアクセスプリアンブルの送信を制限するか否かの決定が、前記無線デバ
イスが時分割複信（ＴＤＤ）システムで動作しているという判定に応答して前記制限がオ
ンに切り換えられることを考慮することを含む、
ランダムアクセスプリアンブルの送信を制限するように決定することと、
　前記ランダムアクセスプリアンブルの送信が制限されていない時間の間、前記ランダム
アクセスプリアンブルを送信することと
を含む、無線デバイスで使用される方法。
【請求項２】
　送信されるものとして指示される任意のＳＳブロックと時間が少なくとも部分的に重複
しているいずれかのスロットにおいて、前記ランダムアクセスプリアンブルの送信を制限
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することを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記無線デバイスが、前記ＳＳバーストセットが完了した後にのみ、前記ランダムアク
セスプリアンブルの送信を許可される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　送信されるものと指示されている最後のＳＳブロックが終了すると直ぐに、前記無線デ
バイスが、前記ＳＳバーストセットの間、前記ランダムアクセスプリアンブルの送信を許
可される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　どのＳＳブロックが送信されているかの前記指示が、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグ
ナリングを介して前記ネットワークから受信されるビットマップを含む、請求項１に記載
の方法。
【請求項６】
　物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）設定インデックスを受信することと、前
記ＰＲＡＣＨ設定インデックスにしたがって、前記ランダムアクセスプリアンブルを送信
することとを更に含み、ただし送信されるＳＳブロックを受信するときは送信を回避する
、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ランダムアクセスプリアンブルが新無線ランダムアクセスチャネル（ＮＲ－ＲＡＣ
Ｈ）プリアンブルを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　同期信号（ＳＳ）バーストセットのうちどのＳＳブロックがネットワークによって送信
されているかの指示を、無線デバイスに送出することと、
　前記無線デバイスがペアのスペクトルまたはペアでないスペクトルのどちらで動作して
いるかに基づいて、前記ＳＳバーストセットの少なくとも一部分の間、前記無線デバイス
がランダムアクセスプリアンブルを送信するのを制限されるか否かを決定することであっ
て、
　　周波数分割複信（ＦＤＤ）設定で動作している前記ＳＳバーストセットの間、前記無
線デバイスが前記ランダムアクセスプリアンブルを送信するのを制限されず、
　　時分割複信（ＴＤＤ）設定で動作している前記ＳＳバーストセットの少なくとも一部
分の間、前記無線デバイスが前記ランダムアクセスプリアンブルを送信するのを制限され
る、
前記無線デバイスがランダムアクセスプリアンブルを送信するのを制限されるか否かを決
定することと、
　前記無線デバイスが前記ランダムアクセスプリアンブルを送信するのを制限されていな
い時間の間、前記ランダムアクセスプリアンブルのランダムアクセスチャネルをモニタリ
ングすることと
を含む、ネットワークノードで使用される方法。
【請求項９】
　送信されるものとして指示される任意のＳＳブロックと時間が少なくとも部分的に重複
しているいずれかのスロットにおいて、前記無線デバイスが前記ランダムアクセスプリア
ンブルを送信するのを制限されるように決定することを更に含む、請求項８に記載の方法
。
【請求項１０】
　どのＳＳブロックが送信されているかの前記指示が、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグ
ナリングを介して前記ネットワークから送出されるビットマップを含む、請求項８に記載
の方法。
【請求項１１】
　命令を格納するように動作可能なメモリと、前記命令を実行するように動作可能な処理
回路構成とを備えた無線デバイスであって、前記無線デバイスが、
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　同期信号（ＳＳ）バーストセットのうちどのＳＳブロックが前記ネットワークによって
送信されているかの指示を、ネットワークから受信することと、
　無線デバイスがペアのスペクトルまたはペアでないスペクトルのどちらで動作している
かに基づいて、前記ＳＳバーストセットの少なくとも一部分の間、ランダムアクセスプリ
アンブルの送信を制限するか否かを決定することであって、
　　前記無線デバイスが周波数分割複信（ＦＤＤ）設定で動作している前記ＳＳバースト
セットの間、前記無線デバイスが前記ランダムアクセスプリアンブルを送信するのを制限
されず、
　　前記無線デバイスが時分割複信（ＴＤＤ）設定で動作している前記ＳＳバーストセッ
トの少なくとも一部分の間、前記無線デバイスが前記ランダムアクセスプリアンブルを送
信するのを制限される、
ランダムアクセスプリアンブルの送信を制限するか否かを決定することと、
　前記ランダムアクセスプリアンブルの送信が制限されていない時間の間、前記ランダム
アクセスプリアンブルを送信することと
を含む動作を実施するように動作可能である、無線デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、全体として、無線通信で使用されるランダムアクセス手順に関し、より具体
的には、時間的なＮＲ－ＲＡＣＨ設定に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ランダムアクセス手順
　ランダムアクセス（ＲＡ）手順は、セルラーシステムにおける重要な機能である。ＬＴ
Ｅでは、ネットワークにアクセスしようとする無線デバイス、例えばユーザ機器（ＵＥ）
は、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）のアップリンクでプリアンブル（例え
ば、Ｍｓｇ１）を送信することによって、ランダムアクセス手順を開始する。プリアンブ
ルを受信し、ランダムアクセスの試行を検出する、Ｎｅｘｔ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｎ
ｏｄｅＢ（ｇＮＢ）またはＴＲＰ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ａｎｄ　Ｒｅｃｅｐｔｉ
ｏｎ　Ｐｏｉｎｔ、即ち基地局、アクセスノード）は、ランダムアクセス応答（ＲＡＲ、
例えばＭｓｇ２）を送信することによって、ダウンリンクで応答する。ＲＡＲは、端末識
別のための以下の後続メッセージ（例えば、Ｍｓｇ３）をアップリンクで送信することに
よって、ＵＥが手順を継続するためのアップリンクスケジューリンググラントを保持して
いる。同様の手順が新無線（ＮＲ）に関して想起される。例えば、図１は、ＮＲに関して
考慮される初期アクセス手順の一例を示している。
【０００３】
　ＰＲＡＣＨプリアンブルを送信する前に、ＵＥは、一連の同期信号と、場合によっては
更に別のチャネルで受信された設定パラメータで補完される、ＳＳブロック（例えば、Ｎ
Ｒ－ＰＳＳ、ＮＲ－ＳＳＳ、ＮＲ－ＰＢＣＨ）のブロードキャストチャネルに対する設定
パラメータとの両方を受信する。
【０００４】
　ＮＲに対するＰＲＡＣＨプリアンブルの可能な設計は、図２のフォーマット２～５（Ｐ
ＲＡＣＨプリアンブルフォーマット）によっても例示されるような、Ｒ１－１６０９６７
１、「ＮＲ　ＰＲＡＣＨプリアンブル設計」、３ＧＰＰ　ＴＳＧ－ＲＡＭ　ＷＧ１　＃８
６ｂｉｓ、Ｌｉｓｂｏｎ、Ｐｏｒｔｕｇａｌ、Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒ　１０～１４、２０１
６に記載されている。このＰＲＡＣＨフォーマットは、繰返しの間のサイクリックプレフ
ィックス（ＣＰ）なしで、同じＰＲＡＣＨ シーケンス（またはＰＲＡＣＨ　ＯＦＤＭシ
ンボル）を繰り返すことによって、１つのＰＲＡＣＨ　ＯＦＤＭシンボルが次のＰＲＡＣ
Ｈ　ＯＦＤＭシンボルに対するサイクリックプレフィックスとして作用することに基づく
。
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【０００５】
　図２は、異なるカバレッジの状況に、または異なる受信機のビーム形成掃引（beamform
ing sweep）に使用することができるように、ＰＲＡＣＨプリアンブルの長さが異なる、
６つのフォーマットを示している。各フォーマットの長さはサブキャリア間隔に応じて変
更されてもよい。ここで、１４のＰＵＳＣＨ　ＯＦＤＭシンボルを各スロットに有する、
水平軸上の時間単位として、スロットが使用される。
【０００６】
　１つのＳＳブロックから一組のＰＲＡＣＨプリアンブルへのマッピングは、各ＳＳブロ
ックと関連付けられたＰＲＡＣＨプリアンブルの数に応じて決まる。ここで、ＳＳブロッ
クの最大数Ｌは、ＳＳブロックの最大数が１～６４から選択されるべきとする３ＧＰＰ　
ＲＡＮ１　＃８８ｂｉｓにおける協定にしたがった、搬送周波数に応じて決まる。
【０００７】
　協定
　ＳＳブロックの考慮された最大数Ｌは、異なる周波数範囲に対するＳＳバーストセット
内で、次の通りである。
　３ＧＨｚ以下の周波数範囲の場合、ＳＳバーストセット内におけるＳＳブロックの最大
数Ｌは、［１，２，４］である。
　３ＧＨｚ～６ＧＨｚの周波数範囲の場合、ＳＳバーストセット内におけるＳＳブロック
の最大数Ｌは、［４，８］である。
　６ＧＨｚ～５２．６ＧＨｚの周波数範囲の場合、ＳＳバーストセット内におけるＳＳブ
ロックの最大数Ｌは、［６４］である。
　Ｌの値を仕様に反映させる方法はＦＦＳである。
　上述の値は、ＮＲの初期アクセス設計を容易にし、仕様への影響を評価するのに使用さ
れるべきものである。
　統一周波数不可知シグナリング（unified frequency agnostic signaling）設計を有す
る可能性は除外されない。
　更に、全てのＳＳブロックが実際に送信されるわけではないことを示すのが可能である
ことが提案される。
【０００８】
　作業仮説
　６ＧＨｚ未満および６ＧＨｚ超過の両方の事例に関して実際に送信されたＳＳブロック
を示すため、フルビットマップを用いるＵＥ特異的なＲＲＣシグナリングを使用すること
ができる。
　実際に送信されたＳＳブロックは、６ＧＨｚ未満および６ＧＨｚ超過の両方の事例に関
して、ＲＭＳＩで示される。
　指示は、６ＧＨｚを上回る事例では圧縮形態であり、指示方法は、次の代替例から絞り
込まれる。
　代替例１：グループ－ビットマップ＋グループ内ビットマップ
　グループは、連続するＳＳ／ＰＢＣＨブロックとして定義される。
　グループ内ビットマップは、グループ内のどのＳＳ／ＰＢＣＨブロックが実際に送信さ
れるかを示すことができ、各グループは同じＳＳ／ＰＢＣＨブロック送信パターンを有し
、グループ－ビットマップはどのグループが実際に送信されるかを示すことができる。
　例えば、８グループ、および１グループ当たり８つのＳＳ／ＰＢＣＨブロックの場合、
［８］＋［８］ビットである。
　代替例２：グループ－ビットマップ＋グループ内の実際に送信されたＳＳ／ＰＢＣ　Ｈ
ブロック数（ＳＳ／ＰＢＣＨブロックの開始インデックスは固定）
　グループは、連続するＳＳ／ＰＢＣＨブロックとして定義される。
　グループ－ビットマップは、どのグループが実際に送信されるかを示すことができ、グ
ループ内のＳＳ／ＰＢＣＨブロックは論理的に連続しており、実際に送信されたＳＳ／Ｐ
ＢＣＨブロックの数は、第１のインデックスから始まっていくつの論理的に連続したＳＳ
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／ＰＢＣＨブロックが実際に送信されるかを示し、数は、全ての送信されたグループに共
通して適用される。
　例えば、８グループ、および１グループ当たり８つのＳＳ／ＰＢＣＨブロックの場合、
［８］＋［３］ビットである。
　代替例３：グループ内ビットマップ＋実際に送信されたグループの数（グループの開始
インデックスは固定）
　グループは、連続するＳＳ／ＰＢＣＨブロックとして定義される。
　グループ内ビットマップは、グループ内のどのＳＳ／ＰＢＣＨブロックが実際に送信さ
れるかを示すことができ、各グループは同じＳＳ／ＰＢＣＨブロック送信パターンを有し
、実際に送信されたグループの数は、第１のグループから始まっていくつの連続したグル
ープが実際に送信されるかを示す。
　例えば、８グループ、および１グループ当たり８つのＳＳ／ＰＢＣＨブロックの場合、
［８］＋［３］ビットである。
　代替例４：グループ－ビットマップ＋各グループ内の実際に送信されたＳＳ／ＰＢＣＨ
ブロックの数
　グループは、連続するＳＳ／ＰＢＣＨブロックとして定義される。
　グループ－ビットマップは、どのグループが実際に送信されるかを示すことができ、グ
ループ内のＳＳ／ＰＢＣＨブロックは論理的に連続しており、各グループの実際に送信さ
れたＳＳ／ＰＢＣＨブロックの数は、第１のインデックスから始まっていくつの論理的に
連続したＳＳ／ＰＢＣＨブロックが実際に送信されるかを示す。
　８グループ、および１グループ当たり８つのＳＳ／ＰＢＣＨブロックの場合、最小で［
８］＋［３］ビット、最大で［８］＋［３］×［８］ビットである。
　代替例５：実際に送信されたＳＳ／ＰＢＣＨブロックの数＋開始インデックス＋２つの
連続したＳＳ／ＰＢＣＨブロック間のギャップ
　［６］＋［６］＋［６］ビット
　代替例６：グループ－ビットマップ
　グループは、連続するＳＳ／ＰＢＣＨブロックとして定義される。
　グループ－ビットマップは、どのグループが実際に送信されるかを示すことができ、送
信されたグループ内の全てのＳＳ／ＰＢＣＨブロックが実際に送信される。
例えば、８グループ、および１グループ当たり８つのＳＳ／ＰＢＣＨブロックの場合、［
８］ビットである。
　他の代替例が除外されるものではない。
　指示されたリソースは、実際に送信されたＳＳブロックに対して保留される。
　データチャネルは、実際に送信されたＳＳブロックの周辺でレートマッチングされる。
【０００９】
　作業仮説
　ＲＭＳＩで指示する場合
　代替例１：グループ－ビットマップ（８ビット）＋グループ内ビットマップ（８ビット
）
　グループは、連続するＳＳ／ＰＢＣＨブロックとして定義される。
　グループ内ビットマップは、グループ内のどのＳＳ／ＰＢＣＨブロックが実際に送信さ
れるかを示すことができ、各グループは同じＳＳ／ＰＢＣＨブロック送信パターンを有し
、グループ－ビットマップはどのグループが実際に送信されるかを示すことができる。
【００１０】
　協定
　以下の作業仮説を確認
　６ＧＨｚ未満および６ＧＨｚ超過の両方の事例に関して実際に送信されたＳＳブロック
を示すため、フルビットマップを用いるＵＥ特異的なＲＲＣシグナリングを使用すること
ができる。
　実際に送信されたＳＳブロックは、６ＧＨｚ未満および６ＧＨｚ超過の両方の事例に関
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して、ＲＭＳＩで示される。
　指示は、６ＧＨｚを上回る事例では圧縮形態である。
　指示されたリソースは、実際に送信されたＳＳブロックに対して保留される。
データチャネルは、実際に送信されたＳＳブロックの周辺でレートマッチングされる。
【００１１】
　各セルの設定されたＰＲＡＣＨプリアンブルの数は、ＬＴＥでは６４であると定義した
（例えば、３ＧＰＰ　３６．２１１、セクション５．７．２）。これらのＰＲＡＣＨプリ
アンブルは、競合ベースアクセスと非競合ベースのアクセスとの間で共有される。
【発明の概要】
【００１２】
　特定の実施形態によれば、無線デバイスで使用される方法が開示される。方法は、ＳＳ
バーストセットの少なくとも一部分の間、ランダムアクセスプリアンブルの送信を制限す
るか否かを決定することを含む。ＳＳバーストセットは、送信されるものとして指示され
る少なくとも１つのＳＳブロックを含む。
【００１３】
　特定の実施形態によれば、無線デバイスは、メモリと処理回路構成とを備える。メモリ
は命令を格納するように動作可能である。処理回路構成は命令を実行するように動作可能
である。無線デバイスは、ＳＳバーストセットの少なくとも一部分の間、ランダムアクセ
スプリアンブルの送信を制限するか否かを決定するように動作可能である。ＳＳバースト
セットは、送信されるものとして指示される少なくとも１つのＳＳブロックを含む。
【００１４】
　特定の実施形態によれば、コンピュータプログラム製品は、コンピュータ可読プログラ
ムコードを格納する非一時的コンピュータ可読媒体を含む。コンピュータ可読プログラム
コードは、ＳＳバーストセットの少なくとも一部分の間、ランダムアクセスプリアンブル
の送信を制限するか否かを決定するプログラムコードを含む。ＳＳバーストセットは、送
信されるものとして指示される少なくとも１つのＳＳブロックを含む。
【００１５】
　上述の方法、無線デバイス、および／またはコンピュータプログラムコードは、以下の
もののうちいずれか１つまたは複数を含む、他の様々な特徴を含んでもよい。
【００１６】
　特定の実施形態では、方法／無線デバイス／コンピュータプログラムコードは、ランダ
ムアクセスプリアンブルの送信が制限されない時間の間、ランダムアクセスプリアンブル
を送信することを更に含む。
【００１７】
　特定の実施形態では、方法／無線デバイス／コンピュータプログラムコードは、送信さ
れるものとして指示される任意のＳＳブロックと時間が少なくとも部分的に重複している
いずれかのスロットにおいて、ランダムアクセスプリアンブルの送信を制限するように決
定する。
【００１８】
　特定の実施形態では、ランダムアクセスプリアンブルの送信を制限するか否かの決定は
、全二重が使用可能かまたは使用不能かに少なくとも部分的に基づく。
【００１９】
　特定の実施形態では、ランダムアクセスプリアンブルを制限する決定は、制限をオンに
切り換えるというネットワークからの指示の受信に応答して行われる。
【００２０】
　特定の実施形態では、ランダムアクセスプリアンブルを制限しない決定は、制限をオフ
に切り換えるというネットワークからの指示の受信に応答して行われる。
【００２１】
　特定の実施形態では、ネットワークからの指示はオン／オフフラグを含む。
【００２２】
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　特定の実施形態では、制限をオンに切り換えるという指示は、ネットワークが全二重を
使用不能にしていることに基づく。制限をオフに切り換えるという指示は、ネットワーク
が全二重を使用可能にしていることに基づく。
【００２３】
　特定の実施形態では、ランダムアクセスプリアンブルの送信を制限するか否かの決定は
、無線デバイスがＦＤＤシステムで動作しているという判定に応答して制限がオフに切り
換えられることを考慮することを含む。
【００２４】
　特定の実施形態では、ランダムアクセスプリアンブルの送信を制限するか否かの決定は
、無線デバイスがＴＤＤシステムで動作しているという判定に応答して制限がオンに切り
換えられることを考慮することを含む。
【００２５】
　特定の実施形態では、無線デバイスは、ＳＳバーストセットが完了した後にのみ、ラン
ダムアクセスプリアンブルを送信できるようにされる。
【００２６】
　特定の実施形態では、無線デバイスは、送信されるものと指示されている最後のＳＳブ
ロックが終了すると直ぐに、ＳＳバーストセットの間、ランダムアクセスプリアンブルを
送信できるようにされる。
【００２７】
　特定の実施形態では、方法／無線デバイス／コンピュータプログラムコードは、ネット
ワークからの指示を受信することを更に含む。指示は、ＳＳバーストセットのうちどのＳ
Ｓブロックがネットワークによって送信されているかを指示する。いくつかの実施形態で
は、どのＳＳブロックが送信されているかの指示は、ＲＲＣシグナリングを介してネット
ワークから受信されるビットマップを含む。
【００２８】
　特定の実施形態では、方法／無線デバイス／コンピュータプログラムコードは、ＰＲＡ
ＣＨ設定インデックスを受信することと、ＰＲＡＣＨ設定インデックスにしたがってラン
ダムアクセスプリアンブルを送信するが、送信されるＳＳブロックを受信するときは送信
を回避することとを更に含む。
【００２９】
　特定の実施形態では、ランダムアクセスプリアンブルはＮＲ－ＲＡＣＨプリアンブルを
含む。
【００３０】
　特定の実施形態では、ランダムアクセスプリアンブルの送信は設定テーブルにしたがう
。いくつかの実施形態では、設定テーブルは、ランダムアクセスプリアンブルの開始位置
を提供しない。いくつかの実施形態では、テーブルは、ランダムアクセスチャネル割当て
に使用される全てのサブフレーム、スロット、または時間期間を指示する。
【００３１】
　特定の実施形態では、方法／無線デバイス／コンピュータプログラムコードは更に、潜
在的なＳＳブロック位置決めの間、ランダムアクセスプリアンブルの送信を制限するか否
かを決定する。
【００３２】
　特定の実施形態によれば、ネットワークノードで使用される方法が開示される。方法は
、ＳＳバーストセットの少なくとも一部分の間、無線デバイスがランダムアクセスプリア
ンブルを送信するのを制限されるか否かを決定することを含む。ＳＳバーストセットは、
送信されるものとして指示される少なくとも１つのＳＳブロックを含む。
【００３３】
　特定の実施形態によれば、ネットワークノードは、メモリと処理回路構成とを備える。
メモリは命令を格納するように動作可能である。処理回路構成は命令を実行するように動
作可能である。ネットワークノードは、ＳＳバーストセットの少なくとも一部分の間、無
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線デバイスがランダムアクセスプリアンブルを送信するのを制限されるか否かを決定する
ように動作可能である。ＳＳバーストセットは、送信されるものとして指示される少なく
とも１つのＳＳブロックを含む。
【００３４】
　特定の実施形態によれば、コンピュータプログラム製品は、コンピュータ可読プログラ
ムコードを格納する非一時的コンピュータ可読媒体を含む。コンピュータ可読プログラム
コードは、ＳＳバーストセットの少なくとも一部分の間、無線デバイスがランダムアクセ
スプリアンブルを送信するのを制限されるか否かを決定するプログラムコードを含む。Ｓ
Ｓバーストセットは、送信されるものとして指示される少なくとも１つのＳＳブロックを
含む。
【００３５】
　上述の方法、ネットワークノード、および／またはコンピュータプログラムコードは、
以下のもののうちいずれか１つまたは複数を含む、他の様々な特徴を含んでもよい。
【００３６】
　特定の実施形態では、方法／ネットワークノード／コンピュータプログラムコードは、
無線デバイスがランダムアクセスプリアンブルを送信するのを制限されていない時間の間
、ランダムアクセスプリアンブルのランダムアクセスチャネルをモニタリングすることを
更に含む。
【００３７】
　特定の実施形態では、方法／ネットワークノード／コンピュータプログラムコードは、
送信されるものとして指示される任意のＳＳブロックと時間が少なくとも部分的に重複し
ているいずれかのスロットにおいて、無線デバイスがランダムアクセスプリアンブルを送
信するのを制限されることを決定する。
【００３８】
　特定の実施形態では、ＳＳバーストセットの少なくとも一部分の間、無線デバイスがラ
ンダムアクセスプリアンブルを送信するのを制限されるか否かの決定は、全二重が使用可
能かまたは使用不能かに少なくとも部分的に基づく。
【００３９】
　特定の実施形態では、方法／ネットワークノード／コンピュータプログラムコードは、
制限をオンに切り換えるように指示する指示を、ネットワークノードから無線デバイスに
送ることを更に含む。
【００４０】
　特定の実施形態では、方法／ネットワークノード／コンピュータプログラムコードは、
制限をオフに切り換えるように指示する指示を、ネットワークから無線デバイスに送るこ
とを更に含む。
【００４１】
　特定の実施形態では、指示はオンオフフラグを含む。
【００４２】
　特定の実施形態では、制限をオンに切り換えるという指示は、ネットワークが全二重を
使用不能にしていることに基づく。制限をオフに切り換えるという指示は、ネットワーク
が全二重を使用可能にしていることに基づく。
【００４３】
　特定の実施形態では、方法／ネットワークノード／コンピュータプログラムコードは、
ネットワークノードがＦＤＤ設定で動作しているＳＳバーストセットの間、無線デバイス
がランダムアクセスプリアンブルを送信するのを制限されていないことを決定する。
【００４４】
　特定の実施形態では、方法／ネットワークノード／コンピュータプログラムコードは、
ネットワークがＴＤＤ設定で動作しているＳＳバーストセットの少なくとも一部分の間、
無線デバイスがランダムアクセスプリアンブルを送信するのを制限されていることを決定
する。
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【００４５】
　特定の実施形態では、ネットワークノードは、ＳＳバーストセットが完了した後のみ、
無線デバイスがランダムアクセスプリアンブルを送信できるようにされるとの決定に応答
して、ＳＳバーストセットが完了した後のみ、ランダムアクセスプリアンブルのランダム
アクセスチャネルをモニタリングする。
【００４６】
　特定の実施形態では、ネットワークノードは、送信されると指示されている最後のＳＳ
ブロックが終了すると直ぐに、ＳＳバーストセットの間、無線デバイスがランダムアクセ
スプリアンブルを送信できるようにされるとの決定に応答して、送信されると指示されて
いる最後のＳＳブロックが終了すると直ぐに、ＳＳバーストセットの間、ランダムアクセ
スプリアンブルのランダムアクセスチャネルをモニタリングする。
【００４７】
　特定の実施形態では、方法／ネットワークノード／コンピュータプログラムコードは、
ＳＳバーストセットのどのＳＳブロックがネットワークによって送信されていることを指
示する指示を、無線デバイスに送ることを更に含む。いくつかの実施形態では、どのＳＳ
ブロックが送信されているかの指示は、ＲＲＣシグナリングを介してネットワークから送
られるビットマップを含む。
【００４８】
　特定の実施形態では、方法／ネットワークノード／コンピュータプログラムコードは、
無線デバイスがランダムアクセスプリアンブルを送信するのを制限されているときを除い
て、ＰＲＡＣＨ設定インデックスを送ることと、ＰＲＡＣＨ設定インデックスにしたがっ
てＰＲＡＣＨをモニタリングすることとを更に含む。
【００４９】
　特定の実施形態では、ランダムアクセスプリアンブルはＮＲ－ＲＡＣＨプリアンブルを
含む。
【００５０】
　特定の実施形態では、ランダムアクセスプリアンブルのランダムアクセスチャネルのモ
ニタリングは設定テーブルにしたがう。いくつかの実施形態では、設定テーブルは、ラン
ダムアクセスプリアンブルの開始位置を提供しない。いくつかの実施形態では、テーブル
は、ランダムアクセスチャネル割当てに使用される全てのサブフレーム、スロット、また
は時間期間を指示する。
【００５１】
　特定の実施形態では、方法／ネットワークノード／コンピュータプログラムコードは更
に、潜在的なＳＳブロック位置決めの間、無線デバイスがランダムアクセスプリアンブル
を送信するのを制限されるか否かを決定する。
【００５２】
　本開示の特定の実施形態は、１つまたは複数の技術的利点を有することができる。特定
の実施形態は、ランダムアクセスプリアンブル送信がＳＳブロック送信と衝突するのを防
ぐ。例えば、特定の実施形態によって、無線デバイスは、ネットワークによって送信され
るＳＳブロックの位置決めに基づいて、ＰＲＡＣＨ設定が可能にしたとしても、無線デバ
イスがランダムアクセスプリアンブルを送信するのを制限することが可能になる。更に別
の例では、特定の実施形態によって、全ＳＳブロックバーストセットが送信される前に、
無線デバイスがランダムアクセスプリアンブルを送信することが可能になる。このように
して、ＳＳブロックバーストセットの持続時間が長い場合であっても、ランダムアクセス
プリアンブルを送ることができ、例えば、無線デバイスからのＲＡＣＨ送信を失敗しない
ことを保証できる、ＳＳブロックを送信する位置決めが限定されてもよい。他の利点は当
業者には容易に明白となる。特定の実施形態は、上記に列挙した利点を１つも有さないか
、そのいくつか、または全てを有してもよい。
【００５３】
　開示される実施形態ならびにそれらの特徴および利点を更に完全に理解するため、以下
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、添付図面と併せて以下の説明を参照する。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】特定の実施形態による、セルラーシステムにおけるランダムアクセスを示す一例
のシグナリング図である。
【図２】特定の実施形態による、一例の物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）プ
リアンブルフォーマットを示す図である。
【図３】特定の実施形態による、一例のネットワークを示すブロック図である。
【図４】特定の実施形態による、一例の無線デバイスを示すブロック図である。
【図５】特定の実施形態による、一例のネットワークノードを示すブロック図である。
【図６】特定の実施形態による、一例の無線ネットワークコントローラまたはコアネット
ワークノードを示すブロック図である。
【図７】特定の実施形態による、１つまたは複数の機能モジュールを含む一例の無線デバ
イスを示すブロック図である。
【図８】特定の実施形態による、１つまたは複数の機能モジュールを含む一例のネットワ
ークノードを示すブロック図である。
【図９】特定の実施形態による、無線デバイスで使用される方法の一例を示す図である。
【図１０】特定の実施形態による、ネットワークノードで使用される方法の一例を示す図
である。
【図１１】特定の実施形態による、無線デバイスで使用される方法の一例を示す図である
。
【図１２】特定の実施形態による、ネットワークノードで使用される方法の一例を示す図
である。
【発明を実施するための形態】
【００５５】
　特定の実施形態では、ＮＲ－ＲＡＣＨの割当てパターンは、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２
１１のＬＴＥテーブル５．７．１－２に類似したテーブルを使用して設定することができ
る。ＬＴＥでは、（フレーム構造タイプ１の）４つのプリアンブルフォーマットの間で均
等に分配されるのではなく、６４のＰＲＡＣＨ設定インデックスがあり、即ち、プリアン
ブルフォーマット１つ当たり平均１６のＰＲＡＣＨ設定がある。ＮＲでは、１４のプリア
ンブルフォーマットが承認されている。１２８のＰＲＡＣＨ設定インデックスにより、プ
リアンブルフォーマット１つ当たり９～１０の設定を有することができる。
【００５６】
　特定の実施形態では、設定テーブルは、ＮＲ－ＲＡＣＨ割当ての開始位置を指示する。
各開始位置は、最後のＳＳバーストセットの実際に送信されるＳＳブロックセット（概し
て、ＮＲ－ＲＡＣＨリソースの正確に１つのサブフレームには対応しない）に対して関連
付ける必要がある、ＮＲ－ＲＡＣＨリソースのフルセットの始まりをマーキングする。こ
れは、いくつかの長いプリアンブルフォーマットが１つを超えるサブフレームを占めるこ
とがある、ＬＴＥに類似している。フレームおよびサブフレームの使用によって（スロッ
トとは対照的に）、ＮＲ－ＲＡＣＨの時間的位置決めを数秘術の間で位置合わせすること
ができ、それによって、全二重および／または全デジタルビーム形成がない場合のＴＲＰ
　ＮＲ－ＲＡＣＨ受信を単純にすることができることに留意されたい。開始位置は、ＳＳ
ブロックがハーフフレームのスロットに対してどのように関連するかを考慮して選択され
てもよい。いくつかの実施形態では、長いプリアンブルを有するフォーマットは、短いフ
ォーマットよりも少ないテーブルの行専用であってもよい。６ＧＨｚを上回る周波数に対
して相似のテーブルを提供することができるが、いくつかのフォーマットが許可されない
ことがあるので、より多数のテーブルの行を残りのフォーマットそれぞれの専用にするこ
とができる。
【００５７】
　ＮＲのＲＡＣＨに対するテーブルの設定には、ＬＴＥで使用されるテーブルでは適切に
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対処されないいくつかの考慮点が関与することがある。例えば、ＬＴＥテーブルを管理可
能なサイズに保つため、どの時間リソースを使用するかの設定可能性においていくつかの
限定があることがある。例えば、ＲＡＣＨに対して必要な数よりも多数のリソースが設定
されることがあり、それによって他の送信が妨害される可能性がある。
【００５８】
　ＬＴＥでは、一般的にはＬＴＥ基地局が、（潜在的な）ＲＡＣＨ信号の聴取と同時に他
のタイプの信号およびデータの受信ならびに送信することに対応するので、これは重要な
問題ではないことがある。しかしながら、ＮＲシステムでは、一般的に全二重を防止する
ＴＤＤが使用されることがあり、例えば、ＮＲ　ＴＲＰは、潜在的なＲＡＣＨ受信を聴取
している間は全く何も送信することができない。また、ＮＲ　ＴＲＰは、アナログまたは
ハイブリッドビーム形成を使用することがあり、（潜在的な）ＲＡＣＨ信号の聴取と同時
に他の信号またはデータを受信する能力が制限される。ＬＴＥはまた、ＴＤＤに対応し、
この場合のテーブル（例えば、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１１のテーブル５．７．１－２
を参照）を提供するが、これによってテーブルが非常に複雑で非効率なものになる。また
、制限されたテーブルの柔軟性に関する問題は、ＬＴＥの比較的少ないフォーマット（例
えば、ＴＤＤおよびＦＤＤを網羅する５つのフォーマット）と比較して、ＮＲに関して同
意された１４の異なるＲＡＣＨフォーマットがあるため、ＮＲにおいてより顕著なことが
ある。
【００５９】
　本開示の特定の実施形態は、これらおよび他の課題に対する解決策を提供することがで
きる。一例として、特定の実施形態によって、利用可能な設定テーブルを比較的単純なま
まにすることが可能になるが、ＳＳブロックを送信できる可能性があるか、あるいはＵＥ
によって実際に送信されるものとして指示されたときに、ＵＥがＰＲＡＣＨプリアンブル
を送信することが許可されないように制限することによって、設定が限定される。
【００６０】
　本開示の特定の実施形態は、１つまたは複数の技術的利点を有することができる。一例
として、ＳＳブロックのネットワーク（ＴＲＰ）からの送信を妨げることなく、ＰＲＡＣ
Ｈリソースの時間的な設定を効率的に行うことができる。全ＳＳブロックバーストセット
は原則的に、本開示で提案される解決策がなくても、非常に長い持続時間であり得るが、
（ＵＥからのＲＡＣＨ送信に失敗するリスクなしに）ＳＳブロックを送信する時間位置を
見つけるのは困難な場合があることに留意されたい。
【００６１】
　ＲＡＣＨ、ＮＲ－ＲＡＣＨ、およびＰＲＡＣＨという用語は、本開示を通して同義語と
して広く使用される。より正確な用法では、ＰＲＡＣＨは、具体的には物理チャネルを指
し、ＲＡＣＨはより汎用的である。ＲＡＣＨは、ＬＴＥおよびＮＲの両方を指す場合があ
り、その意味は文脈から明らかなはずである。特定の実施形態は、各タイプのＲＡＣＨに
適用可能であってもよい。
【００６２】
　上述したように、特定の実施形態によって、ＲＡＣＨ設定（例えば、テーブルにコンパ
イルされる）の利用可能範囲を比較的単純なままにすることが可能になるが、ＳＳブロッ
クが実際に送信されるものとして指示されたときに、ＵＥがＮＲ－ＲＡＣＨプリアンブル
を送信することが許可されないように制限された範囲を補う。
【００６３】
　一実施形態では、ＵＥは、実際に送信されるものと指示されるいずれかのＳＳブロック
と時間が少なくとも部分的に重複している任意のスロットにおいて、ＮＲ－ＲＡＣＨプリ
アンブルの送信が許可されない。したがって、実際に送信されるＳＳブロックと衝突しな
い、可能なＮＲ－ＲＡＣＨプリアンブルの機会（持続時間はスロットよりも短い）がある
場合であっても、スロットの任意の部分が、実際に送信されるものとして指示されるＳＳ
ブロック内にある／ＳＳブロックと重なり合っても、可能な機会は許可されない。
【００６４】
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　一実施形態では、不許可は、例えば１つのフラグビットを使用して、適応的にオンまた
はオフに切り換えることができる。これは、ＴＲＰが全二重を扱うことができる場合に不
許可をオフに切り換えるように、ネットワークによって使用することができる。
【００６５】
　一実施形態では、不許可は、システムがＦＤＤシステムの場合、ＵＥによって（ネット
ワークからのかかるコマンドがなくても）オフに切り換えられるものと見なされる。ＴＲ
Ｐによる全二重には一般的にＦＤＤシステムが対応しているので、これは有用であり得る
。いくつかの実施形態では、不許可は、システムがＴＤＤシステムの場合、ＵＥによって
オンに切り換えられるものと見なされる。いくつかの実施形態では、不許可は、ネットワ
ークの別のノードからのコマンドなしに、ＵＥによって決定されてもよい。例えば、ＵＥ
は、ＵＥがＦＤＤシステムによってサーブされているという決定に基づいて、不許可をオ
フに切り換えるように決定してもよい。特定の実施形態では、ＦＤＤはペアのスペクトル
で使用され、ＴＤＤはペアでないスペクトルで使用される。したがって、特定の実施形態
では、システムがペアのスペクトルを使用している場合（システムがＦＤＤシステムであ
ることの指示）、不許可はオフに切り換えられるものと見なされ、システムがペアでない
スペクトルを使用している場合（システムがＴＤＤシステムであることの指示）、不許可
はオンに切り換えられるものと見なされる。
【００６６】
　いくつかの代替実施形態では、ＵＥは、ＳＳバーストセットが完了した後にのみ送信を
許可され、即ちＵＥは、ＳＳバーストセットの「穴」の内部（ＳＳバーストセット内の実
際に送信されるＳＳブロック群またはＳＳブロックではない）で送信を許可される。いく
つかの実施形態では、ＵＥは、可能なＳＳブロック（最大長さＬ）の全セットが経過した
後に送信を許可されるが、いくつかの実施形態では、ＵＥは、実際に送信されるものとし
て指示される最後のＳＳブロックが終了すると直ぐに送信を許可される。
【００６７】
　特定の実施形態によれば、無線デバイスにおける方法は、
　無線デバイスが、実際に送信されるＳＳブロックおよび／またはＳＳブロックのうちの
ブロックの指示を受信することと、
　無線デバイスが、ＰＲＡＣＨ設定インデックスを受信することと、
　無線デバイスが、ＰＲＡＣＨ設定インデックス（および関連する標準化テーブル）にし
たがって、ただし、実際に送信されるＳＳブロックに使用される時間インスタンス（また
は時間スロット）における送信は回避して、ＲＡＣＨプリアンブルを送信することを含む
。
【００６８】
　他の実施形態では、上記および下記の実施形態は全て、「実際に送信されるものとして
指示されるＳＳブロック」を潜在的なＳＳブロック位置と置き換えることによって修正さ
れる。例えば、ＵＥは、プリアンブルとＳＳブロックのいずれかの潜在的な位置との間に
重複があるか否かに基づいて、設定を制限してもよい。潜在的なＳＳブロック位置は、Ｓ
Ｓブロック位置候補とも呼ばれることもある。潜在的なＳＳブロック／ＳＳブロック候補
は、ＳＳブロックを送信する選択肢として利用可能であってもよく、例えば、実際に送信
されるＳＳブロックは、潜在的なＳＳブロック／ＳＳブロック候補のサブセットを含んで
もよい。特定の実施形態では、潜在的なＳＳブロック／ＳＳブロック候補は、最近の３Ｇ
ＰＰ協定で許可されている全てのＬ位置に対応する。
【００６９】
　いくつかの実施形態では、設定のテーブルは、ＬＴＥでは指定されているようなＲＡＣ
Ｈプリアンブルの開始位置を提供しない。代わりに、テーブルは、ＲＡＣＨ割当てに使用
されるべき全てのサブフレーム（あるいはスロット、または他の時間単位）を列挙（また
は別の形で指示）する。
【００７０】
　いくつかの実施形態では、ネットワークノード／ＴＲＰにおける方法は、ネットワーク
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が全ＳＳバーストセット（長さＬ）よりも短いことによって設定されるＲＡＲウィンドウ
と、実際に送信されないように設定されたＳＳバーストセット内のいくつかのＳＳブロッ
ク群とを含み、それら実際に送信されないＳＳブロックのうち少なくともいくつかは、テ
ーブル内のかかるインデックスを選択することによって、ＲＡＣＨ送信向けに設定される
。
【００７１】
　背景技術および実施形態の一部の一例として、ＲＡＣＨ設定テーブルについて言及した
が、本発明は、かかるテーブルの存在に依存しないことに留意されたい。特定の実施形態
は、時間ドメインにおいてＲＡＣＨリソースを指定する他の系統的または半系統的な手法
に等しく適用可能であり得る。
【００７２】
　図３は、特定の実施形態による、ネットワーク１００の一実施形態を示すブロック図で
ある。ネットワーク１００は、１つまたは複数のＵＥ　１１０（交換可能に無線デバイス
１１０と呼ばれることがある）と、１つまたは複数のネットワークノード１１５（交換可
能にｇＮＢ　１１５と呼ばれることがある）とを含む。ＵＥ　１１０は、無線インターフ
ェースを通じてネットワークノード１１５と通信してもよい。例えば、ＵＥ　１１０は、
無線信号をネットワークノード１１５の１つまたは複数に送信し、ならびに／あるいは無
線信号をネットワークノード１１５の１つまたは複数から受信してもよい。無線信号は、
音声トラフィック、データトラフィック、制御信号、および／または他の任意の適切な情
報を含んでもよい。いくつかの実施形態では、ネットワークノード１１５と関連付けられ
た無線信号カバレッジの範囲は、セル１２５と呼ばれることがある。いくつかの実施形態
では、ＵＥ　１１０はデバイスツーデバイス（Ｄ２Ｄ）能力を有してもよい。したがって
、ＵＥ　１１０は、別のＵＥから直接信号を受信し、ならびに／あるいは別のＵＥに直接
信号を送信することができてもよい。
【００７３】
　特定の実施形態では、ネットワークノード１１５は無線ネットワークコントローラとイ
ンターフェース接続してもよい。無線ネットワークコントローラは、ネットワークノード
１１５を制御してもよく、特定の無線リソース管理機能、モビリティ管理機能、および／
または他の適切な機能を提供してもよい。特定の実施形態では、無線ネットワークコント
ローラの機能はネットワークノード１１５に含まれてもよい。無線ネットワークコントロ
ーラは、コアネットワークノードとインターフェース接続してもよい。特定の実施形態で
は、無線ネットワークコントローラは、相互接続ネットワーク１２０を介してコアネット
ワークノードとインターフェース接続してもよい。相互接続ネットワーク１２０は、音声
、映像、信号、データ、メッセージ、またはそれらの任意の組み合わせを送信することが
できる、任意の相互接続システムを指してもよい。相互接続ネットワーク１２０は、公衆
交換電話網（ＰＳＴＮ）、公衆もしくは私設データ網、ローカルエリアネットワーク（Ｌ
ＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）、広域ネットワーク（ＷＡＮ）、
インターネットなどの、ローカル、地域、もしくはグローバル通信またはコンピュータネ
ットワーク、有線もしくは無線ネットワーク、企業イントラネット、あるいは前述のもの
の組み合わせを含む他の任意の適切な通信リンクの、全てまたは一部分を含んでもよい。
【００７４】
　いくつかの実施形態では、コアネットワークノードは、ＵＥ　１１０の通信セッション
の確立および他の様々な機能性を管理してもよい。ＵＥ　１１０は、非アクセスストラタ
ム（non-access stratum）（ＮＡＳ）レイヤを使用して、コアネットワークノードと特定
の信号を交換してもよい。非アクセスストラタムシグナリングでは、ＵＥ　１１０とコア
ネットワークノードとの間の信号は、無線アクセスネットワークを透過伝送されてもよい
。特定の実施形態では、ネットワークノード１１５は、インターノードインターフェース
を通じて、１つまたは複数のネットワークノードとインターフェース接続してもよい。
【００７５】
　上述したように、ネットワーク１００の例示の実施形態は、１つまたは複数の無線デバ
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イス１１０と、無線デバイス１１０と（直接もしくは間接的に）通信することができる、
１つまたは複数の異なるタイプのネットワークノードとを含んでもよい。
【００７６】
　いくつかの実施形態では、非限定的な用語ＵＥが使用される。ＵＥ　１１０は、本明細
書では、無線信号を通じてネットワークノード１１５または別のＵＥと通信することがで
きる、任意のタイプの無線デバイスであることができる。ＵＥ　１１０はまた、無線通信
デバイス、標的デバイス、Ｄ２Ｄ　ＵＥ、ＮＢ－ＩｏＴデバイス、ＭＴＣ　ＵＥもしくは
マシンツーマシン通信（Ｍ２Ｍ）が可能なＵＥ、低コストおよび／もしくは低複雑性ＵＥ
、ＵＥを装備したセンサ、タブレット、移動端末、スマートフォン、ラップトップ組込機
器（ＬＥＥ）、ラップトップ搭載機器（ＬＭＥ）、ＵＳＢドングル、加入者宅内機器（Ｃ
ＰＥ）などであってもよい。
【００７７】
　また、いくつかの実施形態では、総称的用語「無線ネットワークノード」（または単純
に「ネットワークノード」）が使用される。任意の種類のネットワークノードであること
ができ、ｇＮＢ、基地局（ＢＳ）、無線基地局、Ｎｏｄｅ　Ｂ、基地局（ＢＳ）、ＭＳＲ
　ＢＳなどのマルチスタンダード無線（ＭＳＲ）無線ノード、エボルブドＮｏｄｅ　Ｂ（
ｅＮＢ）、ネットワークコントローラ、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、基地
局コントローラ（ＢＳＣ）、中継ノード、中継ドナーノード制御リレー、ベーストランシ
ーバ基地局（ＢＴＳ）、アクセスポイント（ＡＰ）、無線アクセスポイント、送信ポイン
ト、送信ノード、リモートラジオユニット（ＲＲＵ）、リモート無線ヘッド（ＲＲＨ）、
分散アンテナシステム（ＤＡＳ）のノード、マルチセル／マルチキャスト調整エンティテ
ィ（ＭＣＥ）、コアネットワークノード（例えば、ＭＳＣ、ＭＭＥなど）、Ｏ＆Ｍ、ＯＳ
Ｓ、ＳＯＮ、測位ノード（例えば、Ｅ－ＳＭＬＣ）、ＭＤＴ、または他の任意の適切なネ
ットワークノードを含んでもよい。
【００７８】
　ネットワークノードおよびＵＥなどの用語は、非限定的であると見なされるべきであり
、特に、２つの間の特定の階層的関係を示唆するものではなく、一般に、「ｅＮｏｄｅＢ
」はデバイス１、「ＵＥ」はデバイス２と見なすことができ、これら２つのデバイスは、
何らかの無線チャネルを通じて互いと通信する。
【００７９】
　ＵＥ　１１０、ネットワークノード１１５、および他のネットワークノード（無線ネッ
トワークコントローラまたはコアネットワークノードなど）の例示の実施形態については
、図４～８を参照して以下で更に詳細に記載する。
【００８０】
　図３は、ネットワーク１００の特定の配置を示しているが、本開示は、本明細書に記載
する様々な実施形態が、任意の適切な構成を有する様々なネットワークに適用されてもよ
いものと考える。例えば、ネットワーク１００は、任意の適切な数のＵＥ　１１０および
ネットワークノード１１５を、ならびにＵＥ間またはＵＥと別の通信デバイス（有線電話
など）との通信に対応するのに適した、任意の追加の要素を含んでもよい。更に、特定の
実施形態はＮＲまたは５Ｇネットワークで実現されるものと記載されることがあるが、実
施形態は、任意の適切な通信に対応し、任意の適切なコンポーネントを使用する、任意の
好適なタイプの電気通信システムの形で実現されてもよく、ＵＥが信号（例えば、データ
）を受信および／または送信する、任意の無線アクセス技術（ＲＡＴ）またはマルチＲＡ
Ｔシステムに適用可能である。例えば、本明細書に記載する様々な実施形態は、ＩｏＴ、
ＮＢ－ＩｏＴ、ＬＴＥ、ＬＴＥアドバンスト、ＵＭＴＳ、ＨＳＰＡ、ＧＳＭ、ｃｄｍａ２
０００、ＷＣＤＭＡ、ＷｉＭａｘ、ＵＭＢ、ＷｉＦｉ、別の適切な無線アクセス技術、ま
たは１つもしくは複数の無線アクセス技術の任意の適切な組み合わせに適用可能であって
もよい。
【００８１】
　図４は、特定の実施形態による、例示の無線デバイス１１０のブロック図である。無線
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デバイス１１０は、ノードと、ならびに／またはセルラーもしくは移動体通信システムの
別の無線デバイスと通信する、任意のタイプの無線デバイスを指してもよい。無線デバイ
ス１１０の例としては、移動電話、スマートフォン、ＰＤＡ（携帯情報端末）、ポータブ
ルコンピュータ（例えば、ラップトップ、タブレット）、センサ、モデム、ＭＴＣデバイ
ス／マシンツーマシン（Ｍ２Ｍ）デバイス、ラップトップ組込機器（ＬＥＥ）、ラップト
ップ搭載機器（ＬＭＥ）、ＵＳＢドングル、Ｄ２Ｄが可能なデバイス、または無線通信を
提供することができる別のデバイスが挙げられる。無線デバイス１１０はまた、いくつか
の実施形態では、ＵＥ、局（ＳＴＡ）、デバイス、または端末と呼ばれることもある。無
線デバイス１１０は、送受信機７１０と、処理回路構成７２０と、メモリ７３０とを含む
。いくつかの実施形態では、送受信機７１０は、（例えば、アンテナ７４０を介して）無
線信号をネットワークノード１１５に送信し、無線信号をネットワークノード１１５から
受信することを容易にし、処理回路構成７２０（例えば、１つもしくは複数のプロセッサ
を含んでもよい）は、命令を実行して、上述した機能性の一部または全てを、無線デバイ
ス１１０によって提供されるものとして提供し、メモリ７３０は、処理回路構成７２０に
よって実行される命令を格納する。
【００８２】
　処理回路構成７２０は、命令を実行しデータを操作して、本明細書に記載するＵＥ　１
１０（例えば、無線デバイス１１０）の機能など、無線デバイス１１０の記載される機能
の一部または全てを実施する、１つまたは複数のモジュールに実装されるハードウェアお
よびソフトウェアの任意の適切な組み合わせを含んでもよい。例えば、一般に、処理回路
構成は、同期信号（ＳＳ）ブロックの少なくとも一部分が実際に送信されるものとして指
示されたとき（あるいは、ＳＳブロックの少なくとも一部分を場合によっては送信するこ
とができるとき）、ランダムアクセスプリアンブルの送信を制限するか否かを決定しても
よい。いくつかの実施形態では、処理回路構成７２０は、例えば、１つまたは複数のコン
ピュータ、１つまたは複数の中央処理装置（ＣＰＵ）、１つまたは複数のマイクロプロセ
ッサ、１つまたは複数のアプリケーション、１つまたは複数の特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）、１つまたは複数のフィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、なら
びに／あるいは他の論理を含んでもよい。
【００８３】
　メモリ７３０は、一般に、１つもしくは複数の論理、規則、アルゴリズム、コード、テ
ーブルなどを含む、コンピュータプログラム、ソフトウェア、アプリケーションなどの命
令、ならびに／あるいはプロセッサによって実行することができる他の命令を格納するよ
うに動作可能である。メモリ７３０の例としては、コンピュータメモリ（例えば、ランダ
ムアクセスメモリ（ＲＡＭ）もしくは読出し専用メモリ（ＲＯＭ））、大容量記憶媒体（
例えば、ハードディスク）、リムーバブル記憶媒体（例えば、コンパクトディスク（ＣＤ
）もしくはデジタルビデオディスク（ＤＶＤ））、ならびに／あるいは、プロセッサ１０
２０によって使用されてもよい情報、データ、および／または命令を格納する、他の任意
の揮発性もしくは不揮発性非一時的コンピュータ可読および／またはコンピュータ実行可
能メモリデバイスが挙げられる。
【００８４】
　無線デバイス１１０の他の実施形態は、任意に、上述した機能性のいずれか、および／
または追加のいずれかの機能性（上述の解決策に対応するのに必要ないずれかの機能性を
含む）を含む、無線デバイスの機能性の特定の態様を提供することに関与してもよい、図
４に示されるものを超える追加のコンポーネントを含んでもよい。単なる一例として、無
線デバイス１１０は、処理回路構成７２０の一部であってもよい、入力デバイスおよび回
路、出力デバイス、および１つもしくは複数の同期ユニットまたは回路を含んでもよい。
入力デバイスは、データを無線デバイス１１０に入力するメカニズムを含む。例えば、入
力デバイスは、マイクロフォン、入力素子、ディスプレイなどの入力メカニズムを含んで
もよい。出力デバイスは、音声、映像、および／またはハードコピーフォーマットの形で
データを出力するメカニズムを含んでもよい。例えば、出力デバイスは、スピーカ、ディ
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スプレイなどを含んでもよい。
【００８５】
　図５は、特定の実施形態による、例示のネットワークノード１１５のブロック図である
。ネットワークノード１１５は、任意のタイプの無線ネットワークノード、またはＵＥお
よび／もしくは別のネットワークノードと通信する任意のネットワークノードであっても
よい。ネットワークノード１１５の例としては、ｇＮＢ、ｅＮｏｄｅＢ、ノード　Ｂ、基
地局、無線アクセスポイント（例えば、Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイント）、低電力ノード、
ベーストランシーバ基地局（ＢＴＳ）、リレー、ドナーノード制御リレー、送信ポイント
、送信ノード、リモートＲＦユニット（ＲＲＵ）、リモート無線ヘッド（ＲＲＨ）、ＭＳ
Ｒ　ＢＳなどのマルチスタンダード無線（ＭＳＲ）ノード、分散アンテナシステム（ＤＡ
Ｓ）のノード、Ｏ＆Ｍ、ＯＳＳ、ＳＯＮ、測位ノード（例えば、Ｅ－ＳＭＬＣ）、ＭＤＴ
、または他の適切なネットワークノードが挙げられる。ネットワークノード１１５は、ホ
モジニアス配置、ヘテロジニアス配置、または混合配置として、ネットワーク１００全体
にわたって配置されてもよい。ホモジニアス配置は、一般に、同じ（もしくは類似の）タ
イプのネットワークノード１１５、ならびに／または類似のカバレッジおよびセルサイズ
およびサイト間距離で作られた配置を説明してもよい。ヘテロジニアス配置は、一般に、
異なるセルサイズ、送信電力、容量、およびサイト間距離を有する、様々なタイプのネッ
トワークノード１１５を使用する配置を説明してもよい。例えば、ヘテロジニアス配置は
、マクロセルレイアウト全体にわたって位置する複数の低電力ノードを含んでもよい。混
合配置は、ホモジニアス部分とヘテロジニアス部分の混合を含んでもよい。
【００８６】
　ネットワークノード１１５は、送受信機８１０、処理回路構成８２０（例えば、１つも
しくは複数のプロセッサを含んでもよい）、メモリ８３０、およびネットワークインター
フェース８４０のうち１つまたは複数を含んでもよい。いくつかの実施形態では、送受信
機８１０は、（例えば、アンテナ８５０を介して）無線信号を無線デバイス１１０に送信
し、無線デバイス１１０から受信するのを容易にし、処理回路構成８２０は、ネットワー
クノード１１５によって提供されるものとして上述した機能性の一部または全てを提供す
る命令を実行し、メモリ８３０は、処理回路構成８２０によって実行される命令を格納し
、ネットワークインターフェース８４０は、ゲートウェイ、スイッチ、ルータ、インター
ネット、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）、コアネットワークノード、または無線ネットワー
クコントローラ１３０などのバックエンドネットワークコンポーネントに信号を通信する
。
【００８７】
　処理回路構成８２０は、命令を実行しデータを操作して、本明細書に記載するネットワ
ークノード１１５の記載される機能の一部または全てを実施する、１つまたは複数のモジ
ュールに実装されるハードウェアおよびソフトウェアの任意の適切な組み合わせを含んで
もよい。例えば、一般に、処理回路構成８２０は、同期信号（ＳＳ）ブロックの少なくと
も一部分が実際に送信されるものとして指示されたとき（あるいは、ＳＳブロックの少な
くとも一部分を場合によっては送信することができるとき）、ランダムアクセスプリアン
ブルの送信を制限するか否かを、ネットワークノードによって無線デバイスに指示させて
もよい。別の例として、処理回路構成８２０は、同期信号（ＳＳ）ブロックの少なくとも
一部分が実際に送信されるものとして指示されたとき（あるいは、ＳＳブロックの少なく
とも一部分を場合によっては送信することができるとき）、無線デバイスがランダムアク
セスプリアンブルを送信するのを制限するか否かに基づいて、ランダムアクセスプリアン
ブルに関していつＲＡＣＨをモニタリングするかを決定してもよい。いくつかの実施形態
では、処理回路構成８２０は、例えば、１つまたは複数のコンピュータ、１つまたは複数
の中央処理装置（ＣＰＵ）、１つまたは複数のマイクロプロセッサ、１つまたは複数のア
プリケーション、ならびに／あるいは他の論理を含んでもよい。
【００８８】
　メモリ８３０は、一般に、１つもしくは複数の論理、規則、アルゴリズム、コード、テ
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ーブルなどを含む、コンピュータプログラム、ソフトウェア、アプリケーションなどの命
令、ならびに／あるいはプロセッサによって実行することができる他の命令を格納するよ
うに動作可能である。メモリ８３０の例としては、コンピュータメモリ（例えば、ランダ
ムアクセスメモリ（ＲＡＭ）もしくは読出し専用メモリ（ＲＯＭ））、大容量記憶媒体（
例えば、ハードディスク）、リムーバブル記憶媒体（例えば、コンパクトディスク（ＣＤ
）もしくはデジタルビデオディスク（ＤＶＤ））、ならびに／あるいは情報を格納する、
他の任意の揮発性もしくは不揮発性非一時的コンピュータ可読および／またはコンピュー
タ実行可能メモリデバイスが挙げられる。
【００８９】
　いくつかの実施形態では、ネットワークインターフェース８４０は、処理回路構成８２
０に通信可能に連結され、ネットワークノード１１５に対する入力を受信し、ネットワー
クノード１１５からの出力を送出し、入力もしくは出力もしくは両方の適切な処理を実施
し、他のデバイスに通信し、または前記の任意の組み合わせを行うように動作可能な、任
意の適切なデバイスを指してもよい。ネットワークインターフェース８４０は、ネットワ
ークを通して通信するのに、適切なハードウェア（例えば、ポート、モデム、ネットワー
クインターフェースカードなど）と、プロトコル変換およびデータ処理能力を含むソフト
ウェアとを含んでもよい。
【００９０】
　ネットワークノード１１５の他の実施形態は、上述の機能性のいずれか、および／また
はいずれかの追加の機能性（上述の解決策に対応するのに必要ないずれかの機能性を含む
）を含む、無線ネットワークノードの機能性の特定の態様を提供することに関与してもよ
い、図５に示されるものを超える追加のコンポーネントを含んでもよい。様々な異なるタ
イプのネットワークノードは、同じ物理ハードウェアを有するが、異なる無線アクセス技
術に対応するように（例えば、プログラミングを介して）構成された、コンポーネントを
含んでもよく、または部分的もしくは全体的に異なる物理コンポーネントを表してもよい
。
【００９１】
　図６は、特定の実施形態による、例示の無線ネットワークコントローラまたはコアネッ
トワークノード１３０のブロック図である。ネットワークノードの例としては、移動交換
局（ＭＳＣ）、サービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ）、モビリティ管理エンテ
ィティ（ＭＭＥ）、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、基地局コントローラ（Ｂ
ＳＣ）などを挙げることができる。無線ネットワークコントローラまたはコアネットワー
クノード１３０は、処理回路構成９２０（例えば、１つまたは複数のプロセッサを含んで
もよい）と、メモリ９３０と、ネットワークインターフェース９４０とを含む。いくつか
の実施形態では、処理回路構成９２０は、ネットワークノードによって提供されるものと
して上述した機能性の一部または全てを提供する命令を実行し、メモリ９３０は、処理回
路構成９２０によって実行される命令を格納し、ネットワークインターフェース９４０は
、ゲートウェイ、スイッチ、ルータ、インターネット、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）、ネ
ットワークノード１１５、無線ネットワークコントローラ、またはコアネットワークノー
ド１３０などの任意の適切なノードに信号を通信する。
【００９２】
　処理回路構成９２０は、命令を実行しデータを操作して、無線ネットワークコントロー
ラまたはコアネットワークノード１３０の記載される機能の一部または全てを実施する、
１つまたは複数のモジュールに実装されるハードウェアおよびソフトウェアの任意の適切
な組み合わせを含んでもよい。いくつかの実施形態では、処理回路構成９２０は、例えば
、１つまたは複数のコンピュータ、１つまたは複数の中央処理装置（ＣＰＵ）、１つまた
は複数のマイクロプロセッサ、１つまたは複数のアプリケーション、ならびに／あるいは
他の論理を含んでもよい。
【００９３】
　メモリ９３０は、一般に、１つもしくは複数の論理、規則、アルゴリズム、コード、テ
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ーブルなどを含む、コンピュータプログラム、ソフトウェア、アプリケーションなどの命
令、ならびに／あるいはプロセッサによって実行することができる他の命令を格納するよ
うに動作可能である。メモリ９３０の例としては、コンピュータメモリ（例えば、ランダ
ムアクセスメモリ（ＲＡＭ）もしくは読出し専用メモリ（ＲＯＭ））、大容量記憶媒体（
例えば、ハードディスク）、リムーバブル記憶媒体（例えば、コンパクトディスク（ＣＤ
）もしくはデジタルビデオディスク（ＤＶＤ））、ならびに／あるいは情報を格納する、
他の任意の揮発性もしくは不揮発性非一時的コンピュータ可読および／またはコンピュー
タ実行可能メモリデバイスが挙げられる。
【００９４】
　いくつかの実施形態では、ネットワークインターフェース９４０は、処理回路構成９２
０に通信可能に連結され、ネットワークノードに対する入力を受信し、ネットワークノー
ドからの出力を送出し、入力もしくは出力もしくは両方の適切な処理を実施し、他のデバ
イスに通信し、または前記の任意の組み合わせを行うように動作可能な、任意の適切なデ
バイスを指してもよい。ネットワークインターフェース９４０は、ネットワークを通して
通信するのに、適切なハードウェア（例えば、ポート、モデム、ネットワークインターフ
ェースカードなど）と、プロトコル変換およびデータ処理能力を含むソフトウェアとを含
んでもよい。
【００９５】
　ネットワークノードの他の実施形態は、上述の機能性のいずれか、および／またはいず
れかの追加の機能性（上述の解決策に対応するのに必要ないずれかの機能性を含む）を含
む、ネットワークノードの機能性の特定の態様を提供することに関与してもよい、図６に
示されるものを超える追加のコンポーネントを含んでもよい。
【００９６】
　図７は、特定の実施形態による、例示の無線デバイス１１０のブロック図である。無線
デバイス１１０は１つまたは複数のモジュールを含んでもよい。例えば、無線デバイス１
１０は、決定モジュール１０１０、通信モジュール１０２０、受信モジュール１０３０、
入力モジュール１０４０、表示モジュール１０５０、および／または他の任意の適切なモ
ジュールを含んでもよい。無線デバイス１１０は、本明細書に記載するシステム情報を格
納または適用することに関する方法を実施してもよい。
【００９７】
　決定モジュール１０１０は、無線デバイス１１０の処理機能を実施してもよい。一例と
して、決定モジュール１０１０は、同期信号（ＳＳ）ブロックの少なくとも一部分が実際
に送信されるものとして指示されたとき（あるいは、ＳＳブロックの少なくとも一部分を
場合によっては送信することができるとき）、ランダムアクセスプリアンブルの送信を制
限するか否かを決定してもよい。決定モジュール１０１０は、図４に関連して上述した処
理回路構成７２０などの１つもしくは複数のプロセッサを含むか、またはそれに含まれて
もよい。決定モジュール１０１０は、上述の決定モジュール１０１０および／または処理
回路構成７２０の機能のいずれかを実施するように設定された、アナログおよび／または
デジタル回路構成を含んでもよい。上述の決定モジュール１０１０の機能は、特定の実施
形態では、１つまたは複数の別個のモジュールで実施されてもよい。
【００９８】
　通信モジュール１０２０は、無線デバイス１１０の送信機能を実施してもよい。一例と
して、通信モジュール１０２０は、ランダムアクセスプリアンブルをネットワークノード
１１５に通信してもよい。通信モジュール１０２０は、メッセージおよび／または信号を
無線で送信するように設定された回路構成を含んでもよい。特定の実施形態では、通信モ
ジュール１０２０は、決定モジュール１０１０から送信されるメッセージおよび／または
信号を受信してもよい。特定の実施形態では、上述の通信モジュール１０２０の機能は、
１つまたは複数の別個のモジュールによって実施されてもよい。
【００９９】
　受信モジュール１０３０は、無線デバイス１１０の受信機能を実施してもよい。一例と
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して、受信モジュール１０３０は、ＳＳブロックをネットワークノード１１５から受信し
てもよい。別の例として、受信モジュール１０３０は、同期信号（ＳＳ）ブロックの少な
くとも一部分が実際に送信されるものとして指示されたとき（あるいは、ＳＳブロックの
少なくとも一部分を場合によっては送信することができるとき）、無線デバイス１１０が
ランダムアクセスプリアンブルを送信するのを制限するか否かを指示する、インジケータ
をネットワークノード１１５から受信してもよい。受信モジュール１０３０は、受信機、
および／または図４に関連して上述した送受信機７１０などの送受信機を含んでもよい。
受信モジュール１０３０は、メッセージおよび／または信号を無線で受信するように設定
された回路構成を含んでもよい。特定の実施形態では、受信モジュール１０３０は、受信
したメッセージおよび／または信号を決定モジュール１０１０に通信してもよい。
【０１００】
　入力モジュール１０４０は、無線デバイス１１０に向けたユーザ入力を受信してもよい
。例えば、入力モジュールは、キー押下げ、ボタン押下げ、タッチ、スワイプ、音声信号
、映像信号、および／または他の任意の適切な信号を受信してもよい。入力モジュールは
、１つもしくは複数のキー、ボタン、レバー、スイッチ、タッチ画面、マイクロフォン、
および／またはカメラを含んでもよい。入力モジュールは、受信した信号を決定モジュー
ル１０１０に通信してもよい。入力モジュール１０４０は、特定の実施形態では任意であ
ってもよい。
【０１０１】
　表示モジュール１０５０は、信号を無線デバイス１１０のディスプレイ上に提示しても
よい。表示モジュール１０５０は、ディスプレイ、ならびに／あるいは信号をディスプレ
イ上に提示するように設定された任意の適切な回路構成およびハードウェアを含んでもよ
い。表示モジュール１０５０は、ディスプレイ上に提示する信号を決定モジュール１０１
０から受信してもよい。表示モジュール１０５０は、特定の実施形態では任意であっても
よい。
【０１０２】
　決定モジュール１０１０、通信モジュール１０２０、受信モジュール１０３０、入力モ
ジュール１０４０、および表示モジュール１０５０は、ハードウェアおよび／またはソフ
トウェアの任意の適切な設定を含んでもよい。無線デバイス１１０は、上述の機能性のい
ずれか、および／またはいずれかの追加の機能性（本明細書に記載する様々な解決策に対
応するのに必要ないずれかの機能性を含む）を含む、任意の適切な機能性を提供すること
に関与してもよい、図７に示されるものを超える追加のモジュールを含んでもよい。
【０１０３】
　図８は、特定の実施形態による、例示のネットワークノード１１５のブロック図である
。ネットワークノード１１５は１つまたは複数のモジュールを含んでもよい。例えば、ネ
ットワークノード１１５は、決定モジュール１１１０、通信モジュール１１２０、受信モ
ジュール１１３０、および／または他の任意の適切なモジュールを含んでもよい。いくつ
かの実施形態では、決定モジュール１１１０、通信モジュール１１２０、受信モジュール
１１３０、または他の任意の適切なモジュールの１つもしくは複数は、図５に関連して上
述した処理回路構成８２０など、１つまたは複数のプロセッサを使用して実現されてもよ
い。特定の実施形態では、様々なモジュールの２つ以上の機能が組み合わされて、単一の
モジュールにされてもよい。ネットワークノード１１５は、ネットワークノード（ｇＮＢ
など）によって実施されるものとして記載される方法を実施してもよい。
【０１０４】
　決定モジュール１１１０は、ネットワークノード１１５の処理機能を実施してもよい。
一例として、決定モジュール１１１０は、同期信号（ＳＳ）ブロックの少なくとも一部分
が実際に送信されるものとして指示されたとき（あるいは、ＳＳブロックの少なくとも一
部分を場合によっては送信することができるとき）、ランダムアクセスプリアンブルの送
信を制限するか否かを決定してもよい。決定モジュール１１１０は更に、無線デバイスに
送出する情報（ランダムアクセスプリアンブルの送信が制限されるか否かに関するオン／
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オフの指示、ＲＡＣＨ設定に関するテーブルのインデックス、および／またはどのＳＳブ
ロックがネットワークノード１１５によって実際に送信されているかの指示など）を決定
してもよい。別の例として、決定モジュール１１１０は、同期信号（ＳＳ）ブロックの少
なくとも一部分が実際に送信されるものとして指示されたとき（あるいは、ＳＳブロック
の少なくとも一部分を場合によっては送信することができるとき）、無線デバイスがラン
ダムアクセスプリアンブルを送信するのを制限するか否かに基づいて、ランダムアクセス
プリアンブルに関していつＲＡＣＨをモニタリングするかを決定してもよい。決定モジュ
ール１１１０は、図５に関連して上述した処理回路構成８２０などの１つもしくは複数の
プロセッサを含むか、またはそれに含まれてもよい。決定モジュール１１１０は、上述の
決定モジュール１１１０および／または処理回路構成８２０の機能のいずれかを実施する
ように設定された、アナログおよび／またはデジタル回路構成を含んでもよい。決定モジ
ュール１１１０の機能は、特定の実施形態では、１つまたは複数の別個のモジュールで実
施されてもよい。例えば、特定の実施形態では、決定モジュール１１１０の機能性の一部
は割当てモジュールによって実施されてもよい。
【０１０５】
　通信モジュール１１２０は、ネットワークノード１１５の送信機能を実施してもよい。
例として、通信モジュール１１２０は、無線デバイス１１５に、ＳＳブロック、どのＳＳ
ブロックが実際に送信されているかの指示、ランダムアクセスプリアンブルの送信が制限
されているか否かの指示、および／またはＲＡＣＨ設定に関するテーブルのインデックス
を送出してもよい。通信モジュール１１２０は、メッセージを無線デバイス１１０の１つ
または複数に送信してもよい。通信モジュール１１２０は、送信機、および／または図５
に関連して上述した送受信機８１０などの送受信機を含んでもよい。通信モジュール１１
２０は、メッセージおよび／または信号を無線で送信するように設定された回路構成を含
んでもよい。特定の実施形態では、通信モジュール１１２０は、決定モジュール１１１０
もしくは他の任意のモジュールから送信されるメッセージおよび／または信号を受信して
もよい。
【０１０６】
　受信モジュール１１３０は、ネットワークノード１１５の受信機能を実施してもよい。
一例として、受信モジュール１１３０は、ランダムアクセスプリアンブルを無線デバイス
１１０から受信してもよい。受信モジュール１１３０は、任意の適切な情報を無線デバイ
スから受信してもよい。受信モジュール１１３０は、受信機、および／または図５に関連
して上述した送受信機８１０などの送受信機を含んでもよい。受信モジュール１１３０は
、メッセージおよび／または信号を無線で受信するように設定された回路構成を含んでも
よい。特定の実施形態では、受信モジュール１１３０は、受信したメッセージおよび／ま
たは信号を決定モジュール１１１０もしくは他の任意の適切なモジュールに通信してもよ
い。
【０１０７】
　決定モジュール１１１０、通信モジュール１１２０、および受信モジュール１１３０は
、ハードウェアおよび／またはソフトウェアの任意の適切な設定を含んでもよい。ネット
ワークノード１１５は、上述の機能性のいずれか、および／またはいずれかの追加の機能
性（上述の解決策に対応するのに必要ないずれかの機能性を含む）を含む、任意の他の機
能性を提供することに関与してもよい、図８に示されるものを超える追加のモジュールを
含んでもよい。
【０１０８】
　図９は、特定の実施形態による、無線デバイス１１０で使用される方法の一例を示して
いる。特定の実施形態では、方法は、実際に送信されるＳＳブロックおよび／またはＳＳ
ブロックのうちのブロックの指示を、ネットワークから受信すること（ステップ１）を含
む。方法は、同期信号（ＳＳ）ブロックの少なくとも一部分が実際に送信されるものとし
て指示されたとき、ランダムアクセスプリアンブルの送信を制限するか否かを決定する（
ステップ３）。特定の実施形態は、ネットワークノード１１５から任意に受信されるイン
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ジケータに基づいて、決定を実施してもよい（ステップ２）。他の実施形態は、規則（無
線デバイス１１５がＦＤＤシステムで動作している場合に制限をオフにする規則など）の
適用に基づいて、決定を実施してもよい。方法は、ランダムアクセスプリアンブルの送信
が制限されていない時間の間、ランダムアクセスプリアンブルを送信すること（ステップ
４）を更に含む。一例として、ランダムアクセスプリアンブルは、ネットワークノード１
１５から受信されるＰＲＡＣＨ設定インデックスにしたがって、ただし、実際に送信され
るＳＳブロックに使用される時間インスタンス（または時間スロット）における送信は回
避して、送信されてもよい（即ち、ステップ３で、制限がオンに切り換えられていると既
に決定されている場合）。別の例として、ランダムアクセスプリアンブルは、ネットワー
クノード１１５から受信されるＰＲＡＣＨ設定インデックスにしたがって、実際に送信さ
れるＳＳブロックに使用される時間インスタンス（または時間スロット）の間であっても
、送信されてもよい（即ち、ステップ３で、制限がオフに切り換えられていると既に決定
されている場合）。
【０１０９】
　図１０は、特定の実施形態による、ネットワークノード１１５で使用される方法の一例
を示している。ステップ１で、方法は、実際に送信されるＳＳブロックおよび／またはＳ
Ｓブロックのうちのブロックの指示を、無線デバイス１１０に送出することを含む。ステ
ップ２で、方法は、ＳＳブロックの少なくとも一部分が実際に送信されるものとして指示
されたとき、ランダムアクセスプリアンブルの送信を制限するか否かを決定することを含
む。例として、決定は、全二重が使用可能もしくは使用不能にされるかに基づくか、また
はネットワークノード１１５がＦＤＤシステムで動作するか否かに基づいてもよい。ステ
ップ３で、方法は、ＳＳブロックの少なくとも一部分が実際に送信されるものとして指示
されたとき、ランダムアクセスプリアンブルの送信を制限するか否かを指示する、インジ
ケータを無線デバイス１１０に送出することを含む。特定の実施形態では、インジケータ
はオン／オフフラグを含んでもよい。ステップ４で、方法は、ランダムアクセスプリアン
ブルの送信が制限されていない時間の間、ランダムアクセスプリアンブルのランダムアク
セスチャネルをモニタリングすることを含む。一例として、特定の実施形態では、ランダ
ムアクセスプリアンブルは、ネットワークノード１１５が無線デバイス１１０に送出する
ＰＲＡＣＨ設定インデックスにしたがって、ただし、実際に送信されるＳＳブロックに使
用される時間インスタンス（または時間スロット）における送信は回避して、送信されて
もよい（例えば、ステップ３で、制限がオンに切り換えられていることが既に指示されて
いる場合）。いくつかの代替実施形態では、ネットワークノード１１５は、ステップ３の
インジケータの送出する必要なしに、ステップ４に記載されたモニタリングを実施しても
よい（例えば、無線デバイス１１０がネットワークノード１１５からインジケータを受信
する必要なしに、無線デバイス１１０がランダムアクセスプリアンブルの送信が制限され
ていることを決定する、実施形態における）。
【０１１０】
　更なる例示の実施形態
　グループＡ
　１．無線デバイスで使用される方法であって、
同期信号（ＳＳ）ブロックの少なくとも一部分が実際に送信されるものとして指示された
とき、ランダムアクセスプリアンブルの送信を制限するか否かを決定することを含む、方
法。
【０１１１】
　２．ランダムアクセスプリアンブルの送信が制限されていない時間の間、ランダムアク
セスプリアンブルを送信することを更に含む、例示の実施形態１の方法。
【０１１２】
　３．方法が、実際に送信されるものとして指示される任意のＳＳブロックと時間が部分
的に重複しているいずれかのスロットにおいて、ランダムアクセスプリアンブルの送信を
制限するように決定する、例示の実施形態１～２のいずれかの方法。
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【０１１３】
　４．ランダムアクセスプリアンブルを制限する決定が、制限をオンに切り換えるという
ネットワークからの指示の受信に応答して行われる、例示の実施形態１～３のいずれかの
方法。
【０１１４】
　５．ランダムアクセスプリアンブルを制限しない決定が、制限をオフに切り換えるとい
うネットワークからの指示の受信に応答して行われる、例示の実施形態１～４のいずれか
の方法。
【０１１５】
　６．ネットワークからの指示がオン／オフフラグを含む、例示の実施形態４～５のいず
れかの方法。
【０１１６】
　７．例示の実施形態４～５のいずれかの方法であって、
　制限をオンに切り換えるという指示が、ネットワークが全二重を使用不能にしているこ
とに基づき、
　制限をオフに切り換えるという指示が、ネットワークが全二重を使用可能にしているこ
とに基づく、方法。
【０１１７】
　８．ランダムアクセスプリアンブルの送信を制限するか否かの決定が、無線デバイスが
ＦＤＤシステムで動作しているという判定に応答して制限をオフに切り換えることを含む
、例示の実施形態１～７のいずれかの方法。
【０１１８】
　９．無線デバイスが、ＳＳバーストセットが完了した後にのみ、ランダムアクセスプリ
アンブルの送信を許可される、例示の実施形態１～８のいずれかの方法。
【０１１９】
　１０．無線デバイスが、可能なＳＳブロック（最大長さＬ）の全セットが完了した後に
、ランダムアクセスプリアンブルの送信を許可される、例示の実施形態１～８のいずれか
の方法。
【０１２０】
　１１．無線デバイスが、実際に送信されるものと指示される最後のＳＳブロックが終了
すると直ぐに、ランダムアクセスプリアンブルの送信を許可される、例示の実施形態１～
８のいずれかの方法。
【０１２１】
　１２．例示の実施形態１～１１のいずれかの方法であって、
　実際に送信されるＳＳブロックおよび／またはＳＳブロックのうちのブロックの指示を
、ネットワークから受信することを更に含む［例えば、ランダムアクセスプリアンブルの
送信前］、方法。
【０１２２】
　１３．ＰＲＡＣＨ設定インデックスを受信することと、ＰＲＡＣＨ設定インデックスに
したがって、ただし、実際に送信されるＳＳブロックに使用される時間インスタンス（ま
たは時間スロット）における送信は回避して、ランダムアクセスプリアンブルを送信する
こととを更に含む、例示の実施形態１～１２のいずれかの方法。
【０１２３】
　１４．ランダムアクセスプリアンブルがＮＲ－ＲＡＣＨプリアンブルを含む、例示の実
施形態１～１３のいずれかの方法。
【０１２４】
　１５．ランダムアクセスプリアンブルの送信が設定テーブルにしたがう、例示の実施形
態１～１４のいずれかの方法。
【０１２５】
　１６．設定テーブルがランダムアクセスプリアンブルの開始位置を提供しない、例示の
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実施形態１５の方法。
【０１２６】
　１７．テーブルが、ランダムアクセスチャネル割当てに使用される全てのサブフレーム
（あるいはスロット、または他の時間単位）を指示する、例示の実施形態１～１６のいず
れかの方法。
【０１２７】
　１８．「実際に送信されるものとして指示されるＳＳブロック」を、潜在的ＳＳブロッ
ク位置（現在の３ＧＰＰ協定で許可された全てのＬ位置）と置き換えることによって修正
される、例示の実施形態１～１７のいずれかの方法。
【０１２８】
　１９．命令を格納するように動作可能なメモリと、命令を実行するように動作可能な処
理回路構成とを備え、グループＡの例示の実施形態１～１８の方法のうちいずれかを実施
するように動作可能である、無線デバイス。
【０１２９】
　２０．コンピュータ可読プログラムコードを格納する非一時的コンピュータ可読媒体を
備え、コンピュータ可読プログラムコードが、グループＡの例示の実施形態１～１８の方
法のうちいずれかを実施するプログラムコードを含む、コンピュータプログラム製品。
【０１３０】
　グループＢ
　１．ネットワークノードで使用される方法であって、
　同期信号（ＳＳ）ブロックの少なくとも一部分が実際に送信されるものとして指示され
たとき、ランダムアクセスプリアンブルの送信を制限するか否かを指示する、指示を無線
デバイスに送出することを含む、方法。
【０１３１】
　２．ランダムアクセスプリアンブルの送信が制限されていない時間の間、ランダムアク
セスプリアンブルのランダムアクセスチャネルをモニタリングすることを更に含む、例示
の実施形態１の方法。
【０１３２】
　３．指示が、実際に送信されるものとして指示される任意のＳＳブロックと時間が部分
的に重複しているいずれかのスロットにおいて、ランダムアクセスプリアンブルの送信を
制限するように指示する、例示の実施形態１～２のいずれかの方法。
【０１３３】
　４．指示が制限をオンにするように指示する、例示の実施形態１～３のいずれかの方法
。
【０１３４】
　５．指示が制限をオフにするように指示する、例示の実施形態１～４のいずれかの方法
。
【０１３５】
　６．指示がオン／オフフラグを含む、例示の実施形態４～５のいずれかの方法。
【０１３６】
　７．例示の実施形態４～５のいずれかの方法であって、
　制限をオンに切り換えるという指示が、ネットワークが全二重を使用不能にしているこ
とに基づき、
　制限をオフに切り換えるという指示が、ネットワークが全二重を使用可能にしているこ
とに基づく、方法。
【０１３７】
　８．ＦＤＤシステムで動作しているとき、制限がオフに切り換えられる、例示の実施形
態１～７のいずれかの方法。
【０１３８】
　９．指示が、ＳＳバーストセットが完了した後にのみ、無線デバイスがランダムアクセ
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スプリアンブルの送信を許可されることを指示する、例示の実施形態１～８のいずれかの
方法。
【０１３９】
　１０．指示が、可能なＳＳブロック（最大長さＬ）の全セットが完了した後に、無線デ
バイスがランダムアクセスプリアンブルの送信を許可されることを指示する、例示の実施
形態１～８のいずれかの方法。
【０１４０】
　１１．指示が、実際に送信されるものと指示される最後のＳＳブロックが終了すると直
ぐに、無線デバイスがランダムアクセスプリアンブルの送信を許可されることを指示する
、例示の実施形態１～８のいずれかの方法。
【０１４１】
　１２．例示の実施形態１～１１のいずれかの方法であって、
　実際に送信されるＳＳブロックおよび／またはＳＳブロックのうちのブロックの指示を
、ネットワークから送出することを更に含む、方法。
【０１４２】
　１３．ＰＲＡＣＨ設定インデックスを無線デバイスに送出することと、ＰＲＡＣＨ設定
インデックスにしたがって、ただし、実際に送信されるＳＳブロックに使用される時間イ
ンスタンス（または時間スロット）ではないときに、ランダムアクセスプリアンブルを受
信することとを更に含む、例示の実施形態１～１２のいずれかの方法。
【０１４３】
　１４．ランダムアクセスプリアンブルがＮＲ－ＲＡＣＨプリアンブルを含む、例示の実
施形態１～１３のいずれかの方法。
【０１４４】
　１５．ランダムアクセスプリアンブルの送信が設定テーブルにしたがう、例示の実施形
態１～１４のいずれかの方法。
【０１４５】
　１６．設定テーブルがランダムアクセスプリアンブルの開始位置を提供しない、例示の
実施形態１５の方法。
【０１４６】
　１７．テーブルが、ランダムアクセスチャネル割当てに使用される全てのサブフレーム
（あるいはスロット、または他の時間単位）を指示する、例示の実施形態１～１６のいず
れかの方法。
【０１４７】
　１８．例示の実施形態１～１７のいずれかの方法であって、
　ランダムアクセス応答ウィンドウ（ＲＡＲ）を全ＳＳバーストセット（長さＬ）よりも
短く設定することと、
　ＳＳバーストセット内部のいくつかのＳＳブロック群を実際に送信されないように設定
することと、
　実際に送信されないＳＳブロックの少なくとも一部において、無線デバイスがランダム
アクセスプリアンブルの送信を許可されることを、無線デバイスに指示すること［例えば
、テーブル内のインデックスの選択を通して、無線デバイスに対して利用可能なブロック
を指示する］とを更に含む、方法。
【０１４８】
　１９．「実際に送信されるものとして指示されるＳＳブロック」を、潜在的ＳＳブロッ
ク位置（現在の３ＧＰＰ協定で許可された全てのＬ位置）と置き換えることによって修正
される、例示の実施形態１～１８のいずれかの方法。
【０１４９】
　２０．命令を格納するように動作可能なメモリと、命令を実行するように動作可能な処
理回路構成とを備え、それによってグループＢの例示の実施形態１～１９の方法のうちい
ずれかを実施するように動作可能である、ネットワークノード。
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【０１５０】
　２１．コンピュータ可読プログラムコードを格納する非一時的コンピュータ可読媒体を
備え、コンピュータ可読プログラムコードが、グループＢの例示の実施形態１～１９の方
法のうちいずれかを実施するプログラムコードを含む、コンピュータプログラム製品。
【０１５１】
　図１１は、無線デバイス１１０などの無線デバイスで使用される更なる一例の方法１１
００を示している。ステップ１１１０で、方法は、ＳＳバーストセットの少なくとも一部
分の間、ランダムアクセスプリアンブルの送信を制限するか否かを決定する。ＳＳバース
トセットは、送信されるものとして指示される少なくとも１つのＳＳブロックを含む。例
えば、無線デバイスは、ＳＳバーストセットのＳＳブロックと重複するであろうランダム
アクセスプリアンブルの送信を制限するように決定してもよい。特定の実施形態では、制
限によって、無線デバイスが、ＳＳバーストセットが完了した後にのみ、ランダムアクセ
スプリアンブル送信することが可能になる。他の実施形態では、無線デバイスは、送信さ
れるものと指示されている最後のＳＳブロックが終了すると直ぐに、ＳＳバーストセット
の間、ランダムアクセスプリアンブルを送信することが許可される。
【０１５２】
　いくつかの実施形態では、プリアンブルを送信する可能な時間セットは、ＰＲＡＣＨ設
定インデックスによるランダムアクセスプリアンブルに基づいて決定される。したがって
、ランダムアクセスプリアンブルの送信を制限するか否かの決定は、ＰＲＡＣＨ設定イン
デックスに基づいて、設定された送信時間の１つまたは複数に対する制限に基づいてもよ
い。
【０１５３】
　特定の実施形態では、ランダムアクセスプリアンブルの送信を制限するか否かの決定は
、全二重が使用可能かまたは使用不能かに少なくとも部分的に基づく。例えば、ネットワ
ークのＦＤＤ使用可能部分におけるランダムアクセスプリアンブルの送信を制限するのは
必要ではないことがある。他方で、ＦＤＤが使用可能にされていない場合、ランダムアク
セスプリアンブルおよびＳＳブロックの衝突を防止するために、送信されるＳＳブロック
の間、ランダムアクセスプリアンブルの送信を制限するのが必要なことがある。
【０１５４】
　特定の実施形態では、送信を制限することの決定は、実際に送信されるものとして指示
されるＳＳブロックだけではなく、全ての潜在的なＳＳブロック位置（現在の３ＧＰＰ協
定で許可された全てのＬ位置）を考慮することを含む。このようにして、無線デバイスは
、潜在的な重複の状況を回避してもよく、それは例えば、どのＳＳブロックが実際に送信
されるかの指示がネットワークによって送出されず、または無線デバイスによって受信さ
れない場合に有用なことがある。いくつかの実施形態では、ＳＳバーストセットの間、ラ
ンダムアクセスプリアンブルの送信を制限することの決定は、潜在的なＳＳブロック位置
の間、ランダムアクセスプリアンブルの送信を制限することの決定に基づいて、暗黙であ
ってもよい。
【０１５５】
　方法１１００は、追加のまたはより少ないステップを含んでもよい。特定の実施形態で
は、方法１１００は、ランダムアクセスプリアンブルの送信が制限されていない時間の間
、無線デバイスがランダムアクセスプリアンブルを送信する、任意のステップ１１００を
更に含む。例えば、有線デバイスは、例えばＲＡＣＨ設定に基づいて、その間は送信が制
限されない次の適切な時間まで、ランダムアクセスプリアンブルの送信を棄権してもよい
。いくつかの実施形態では、無線デバイスは、ＳＳバーストセットが完了した後に、ラン
ダムアクセスプリアンブルを送信してもよい。他の実施形態では、無線デバイスは、ＳＳ
バーストセット内の送信されるものと指示されたＳＳブロックの間（即ち、ＳＳバースト
セットが完了する前）、ランダムアクセスプリアンブルを送信してもよい。したがって、
無線デバイスは、ネットワークノードがランダムアクセスプリアンブルを聴取し受信する
ことができる時間期間の間、ランダムアクセスプリアンブルを送信してネットワークノー
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ドにアクセスしてもよい。更に、無線デバイスは、重複する干渉を回避したまま、より単
純なＲＡＣＨ設定に依存してもよい。
【０１５６】
　特定の実施形態では、方法１１００は、ステップ１１３０および１１４０の一方または
両方を含む。ステップ１１３０で、無線デバイスは、ネットワークからの指示を受信して
、制限をオンに切り換える。例えば、ネットワークは、無線デバイスにサーブしているネ
ットワーク要素に基づいて、ランダムアクセスプリアンブルの制限を必要としていること
を決定してもよく、例えば、無線デバイスにサーブすることができるネットワークノード
はＴＤＤである。いくつかの実施形態では、指示は、潜在的なサービングネットワークノ
ードから直接受信される。いくつかの実施形態では、指示は、ネットワークの異なる要素
から受信される。いくつかの実施形態では、ステップ１１３０の指示は、全二重を使用不
能にしているネットワークに基づく。ステップ１１４０で、無線デバイスは、ネットワー
クからの指示を受信して、制限をオフに切り換えてもよい。ステップ１１３０と類似の形
で、指示は、ネットワークの潜在的なサービングネットワークノードまたは別の要素など
、ネットワーク要素によって受信されてもよい。いくつかの実施形態では、ステップ１１
４０の指示は、全二重を使用可能にしているネットワークに基づく。
【０１５７】
　特定の実施形態では、方法１１００は、ステップ１１３０およびステップ１１４０の両
方を含む。例えば、無線デバイスは、第１のインスタンスで制限をオンにする指示を受信
してもよいが、その後、例えば無線デバイスが異なる位置に移動した後、無線デバイスは
、その新しいネットワーク環境により、制限をオフにする指示を受信してもよい。ステッ
プ１１３０がステップ１１４０の前および／または後であってもよく、その逆であっても
よい。いくつかの実施形態では、方法１１００は、ステップ１１３０およびステップ１１
４０の一方のみを含んでもよい。いくつかの実施形態では、ステップ１１３０および／ま
たはステップ１１４０の指示は、オン／オフフラグ、または１もしくはゼロにセットされ
る単一のビットを含む。
【０１５８】
　特定の実施形態では、方法１１００はステップ１１５０を更に含む。ステップ１１５０
で、方法は、ＳＳバーストセットのうちどのＳＳブロックがネットワークによって送信さ
れているかを指示する指示を受信する。例えば、ステップ１１１０の前に、無線デバイス
は、送信が１つまたは複数のＳＳブロックに対して行われるという指示を受信してもよい
。制限がオンにされた場合、方法は、実際に送信されるＳＳブロックのいずれとも重複し
ないように、ランダムアクセスプリアンブルの送信を制限するか否かを決定してもよい。
特定の実施形態では、無線デバイスは、送信を制限するか否かを決定する際に全ての潜在
的なＳＳブロックの位置（現在の３ＧＰＰ協定で許可された全てのＬ位置）を更に考慮し
てもよい。いくつかの実施形態では、どのＳＳブロックが送信されているかの指示は、Ｒ
ＲＣシグナリングを介してネットワークから受信されるビットマップを含む。このように
して、無線デバイスは、関連するネットワークノードがモニタリングしていない時間期間
の間、ランダムアクセスプリアンブルの送信を回避してもよい。
【０１５９】
　図１２は、特定の実施形態による、ネットワークノード１１５などのネットワークノー
ドで使用される一例の方法１２００を示している。ステップ１２１０で、方法は、ＳＳバ
ーストセットの少なくとも一部分の間、無線デバイスがランダムアクセスプリアンブルを
送信するのを制限されるか否かを決定する。ＳＳバーストセットは、送信されるものとし
て指示される少なくとも１つのブロックを含む。いくつかの実施形態では、無線デバイス
は、送信されるものとして指示される任意のＳＳブロックと時間が少なくとも部分的に重
複しているいずれかのスロットにおいて、ランダムアクセスプリアンブルを送信するのを
制限される。いくつかの実施形態では、ＳＳバーストセットの少なくとも一部分の間、無
線デバイスがランダムアクセスプリアンブルを送信するのを制限されるか否かの決定は、
全二重が使用可能かまたは使用不能かに少なくとも部分的に基づく。例えば、全二重が使
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用可能にされた場合は制限は行われなくてもよいが、全二重が使用不能にされた場合は、
ランダムアクセスプリアンブルの送信の何らかの制限が行われてもよい。
【０１６０】
　特定の実施形態では、ネットワークノードは、ＳＳバーストセットのうちどのＳＳブロ
ックがネットワークによって送信されているかを指示する指示を、無線デバイスに送出す
る。無線デバイスは、ＳＳブロックが送信されるものとしていつ指示されるかに対する制
限を基準にしてもよい。いくつかの実施形態では、どのＳＳブロックが送信されるかの指
示は、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介してネットワークから送られるビッ
トマップを含む。
【０１６１】
　方法１２００は、追加のまたはより少ないステップを含んでもよい。特定の実施形態で
は、方法１２００は、無線デバイスがランダムアクセスプリアンブルの送信を制限されて
いない時間の間、ランダムアクセスプリアンブルに関してランダムアクセスチャネルがモ
ニタリングされる、ステップ１２２０を更に含んでもよい。例えば、ネットワークノード
は、例えばネットワークノードがＴＤＤであるように設定されるか、または特定のビーム
形成方法を用いて設定されているので、ランダムアクセスチャネルを常にモニタリングす
ることはできないように、設定されてもよい。ネットワークノードは次に、例えば、無線
デバイスの既知のプリアンブル設定に基づいて、無線デバイスがランダムアクセスプリア
ンブルを送信することが予期されるときなど、特定の時間の間、ランダムアクセスチャネ
ルのみをモニタリングしてもよい。このようにして、ネットワークノードは、無線デバイ
スがランダムアクセスプリアンブルを潜在的に送信してもよいとき、ランダムアクセスチ
ャネルをモニタリングしてもよい。
【０１６２】
　特定の実施形態では、ＳＳバーストセットが完了した後のみ、無線デバイスがランダム
アクセスプリアンブルを送信できるようにされるとの決定に応答して、ネットワークノー
ドは、ＳＳバーストセットが完了した後のみ、ランダムアクセスプリアンブルのランダム
アクセスチャネルをモニタリングする。特定の実施形態では、送信されると指示されてい
る最後のＳＳブロックが終了すると直ぐに、ＳＳバーストセットの間、無線デバイスがラ
ンダムアクセスプリアンブルを送信できるようにされるとの決定に応答して、ネットワー
クノードは、送信されると指示されている最後のＳＳブロックが終了すると直ぐに、ＳＳ
バーストセットの間、ランダムアクセスプリアンブルのランダムアクセスチャネルをモニ
タリングする。このようにして、ステップ１２２０は、無線デバイスがランダムアクセス
プリアンブルを送信するのが可能なとき、ネットワークノードがランダムアクセスプリア
ンブルのランダムアクセスチャネルをモニタリングしてもよいように、無線デバイスの制
限基準に基づいて調節されてもよい。
【０１６３】
　特定の実施形態では、方法１２００は、ステップ１２３０および１２４０の一方または
両方を含む。ステップ１２３０では、制限をオンに切り換える指示はネットワークから送
出される。例えば、ネットワークは、無線デバイスにサーブしているネットワーク要素に
基づいて、ランダムアクセスプリアンブルの制限を必要としていることを決定してもよく
、例えば、無線デバイスにサーブすることができるネットワークノードはＴＤＤである。
いくつかの実施形態では、ネットワークノードは指示を送出し、あるいは指示は、ネット
ワークの異なる要素から送出される。ステップ１２４０で、ネットワークは、制限をオフ
に切り換える指示を送出する。ステップ１２３０と類似の形で、指示は、ネットワークノ
ード、またはネットワークの別の要素によって送出されてもよい。特定の実施形態では、
方法１２００は、ステップ１２３０およびステップ１２４０の両方を含む。例えば、ネッ
トワークノードの設定は、例えば、ＴＤＤからＦＤＤに、または、ネットワークノードが
無線デバイスからのランダムアクセスプリアンブルをモニタリングしてもよい時間を変更
する、異なるビーム形成設定に変更してもよい。ステップ１２３０がステップ１２４０の
前および／または後であってもよく、その逆であってもよい。いくつかの実施形態では、
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方法１２００は、ステップ１２３０およびステップ１２４０の一方のみを含んでもよい。
【０１６４】
　特定の実施形態では、方法１２００は、無線デバイスがランダムアクセスプリアンブル
を送信するのを制限されているときを除いて、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣ
Ｈ）設定インデックスが送出され、ＰＲＡＣＨ設定インデックスにしたがってＰＲＡＣＨ
がモニタリングされる、ステップ１２５０を含む。例えば、無線デバイスは、ＰＲＡＣＨ
設定インデックスによって指示されるＰＲＡＣＨ設定に基づいて、特定の時間の間だけ送
信を行ってもよい。次いで、ネットワークノードは、既知の設定に基づいて、無線デバイ
スからのランダムアクセスプリアンブルのみをモニタリングしてもよいが、例えばＳＳブ
ロックとの重複を回避するため、無線デバイスが送信を制限している場合、モニタリング
を棄権してもよい。
【０１６５】
　本明細書に記載されるシステムおよび装置に対して、本開示の範囲から逸脱することな
く、修正、追加、または省略が行われてもよい。システムおよび装置の構成要素は統合ま
たは分離されてもよい。更に、システムおよび装置の動作は、より多数、より少数、また
は他の構成要素によって実施されてもよい。それに加えて、システムおよび装置の動作は
、ソフトウェア、ハードウェア、および／または他の論理を含む、任意の適切な論理を使
用して実施されてもよい。本明細書で使用するとき、「各」は、セットのそれぞれの数、
またはセットのサブセットにおけるそれぞれの数を指す。
【０１６６】
　本明細書に記載される方法に対して、本開示の範囲から逸脱することなく、修正、追加
、または省略が行われてもよい。方法は、より多数、より少数、または他のステップを含
んでもよい。それに加えて、ステップは任意の適切な順序で実施されてもよい。
【０１６７】
　本開示について特定の実施形態に関連して記載してきたが、実施形態の変更および置換
が当業者には明白となるであろう。したがって、実施形態の上述の説明は本開示を拘束す
るものではない。本開示の趣旨および範囲から逸脱することなく、他の変化、代用、およ
び変更が可能である。
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